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堺
県
で
は
、明
治
5（
1
8
7
2
）
年
2
月
、

管
内
に
区く

せ
い制

が
発
令
さ
れ
、
旧
河
内
国
は
29

の
区
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
言
う
区

と
は
、
現
在
の
大
阪
市
な
ど
の
区
と
は
異
な

り
、
本
来
は
戸
籍
の
調
査
・
編
成
を
す
る
た

め
の
、
複
数
の
町
村
を
含
ん
だ
土
地
の
区
画

と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。
や
が
て
一

般
の
地
方
行
政
単
位
と
し
て
、
町
村
を
超
え

る
存
在
と
な
り
ま
す
。

藤
井
寺
市
域
の
村
々
は
、
第
一
八
・
一
九
・

二
一
区
に
分
か
れ
、
第
一
八
区
は
、
道
明
寺

村
・
林
村
・
大
井
村
・
国
府
村
・
北
条

村
・
船
橋
村
・
沢
田
村
・
古
室
村
・
志
紀

小
山
村
が
、
第
一
九
区
は
、
丹
北
小
山
村
・

津
堂
村
が
、
第
二
一
区
は
岡
村
・
藤
井
寺

村
・
野
中
村
が
属
し
て
い
ま
し
た
。

堺
県
で
は
、
こ
の
よ
う
に
分
け
た
区
ご
と

に
一
つ
の
郷ご

う
が
っ
こ
う

学
校
の
本
校
と
数
か
所
の
出
張

所
を
設
け
ま
し
た
。
郷
学
校
は
、
公
的
な
初

等
教
育
機
関
の
こ
と
で
、
小
学
校
教
育
の
先

が
け
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
設
立
や
維
持

の
た
め
に
有
志
の
寄
付
金
な
ど
も
あ
っ
た
よ

う
で
す
。

藤
井
寺
市
内
で
も
、
第
一
九
区
で
は
丹
北

小
山
村
の
妙み

ょ
う
ら
く
じ

楽
寺
に
、
第
二
一
区
で
は
藤
井

寺
村
の
剛ご

う
り
ん
じ

琳
寺（
葛
井
寺
）に
郷
学
校
が
設
け

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
柏
原
村（
現
・
柏
原
市
）

に
あ
っ
た
第
一
八
区
郷
学
校
の
出
張
所
が
、

沢
田
村
の
極ご

く
ら
く
じ

楽
寺
と
大
井
村
の
誓せ

い
が
ん
じ

願
寺
に
置

か
れ
ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
第
二
一
区
郷
学

校
の
生
徒
数
は
66
人
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

郷
学
校
で
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
教
え

ら
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
第
一
八
区
郷
学
校

で
は
、
教
科
は
、
句く

と
う読
、
算さ

ん
じ
ゅ
つ術
、
独ど

く
け
ん見
、

習し
ゅ
う
じ字
が
あ
り
ま
し
た（
教
科
名
は
郷
学
校
に
よ

っ
て
違
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
）。
句
読
は
、

文
字
の
読
み
方
や
区
切
り
方
を
覚
え
る
授

業
、
算
術
は
、
数
え
方
・
九
々
・
加か

げ
ん
じ
ょ
う
じ
ょ

減
乗
除

な
ど
の
授
業
で
す
。
独
見
は
、
生
徒
が
自
分

で
漢か

ん
せ
き籍
な
ど
の
本
を
読
み
、
そ
の
意
味
を
一

人
で
考
え
る
、
自
学
自
習
の
こ
と
で
す
。
ま

た
習
字
は
、
読
み
書
き
の
能
力
を
支
え
る
最

も
重
要
な
科
目
の
一
つ
と
し
て
、
多
く
の
時

間
が
あ
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

や
が
て
、
明
治
5（
1
8
7
2
）年
8
月
、
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市
制
施
行

市
制
施
行
6060
周
年
！

周
年
！

ふ
じ
い
で
ら
の
近
現
代
を
語
る

ふ
じ
い
で
ら
の
近
現
代
を
語
る

22  

近
代
の
学
校
に
つ
い
て

近
代
の
学
校
に
つ
い
て

235

ふ
じ
い
で
ら

ふ
じ
い
で
ら

歴
史
紀
行

歴
史
紀
行

学
制
が
頒は

ん
ぷ布
さ
れ
、
す
べ
て
の
子
ど
も
が
小

学
校
に
就
学
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
郷
学
校
は
廃
止
さ
れ
、
旧
河
内

国
で
は
一
か
ら
七
三
ま
で
の
番
号
を
つ
け
た

小
学
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
藤
井
寺
市
域
で

は
、
明
治
6（
1
8
7
3
）年
4
月
、
河
内
国

第
二
四
番
小
学
が
沢
田
村
の
極
楽
寺
に
開
校

し
ま
す
。
ま
た
、
同
年
6
月
に
は
、
剛
琳
寺

に
河
内
国
第
二
七
番
小
学
が
開
校
し
ま
し

た
。河

内
国
第
二
四
番
小
学
は
明
治
8

（
1
8
7
5
）年
5
月
に
沢
田
小
学
と
な
り
、

明
治
12（
1
8
7
9
）年
に
は
現
在
の
道
明
寺

小
学
校
の
場
所
に
移
転
し
ま
す
。
ま
た
、
河

内
国
第
二
七
番
小
学
は
明
治
8（
1
8
7
5
）

年
3
月
に
志
紀
郡
小
山
村
と
丹
北
郡
小
山
村

の
境
地
に
新
築
移
転
し
、
小
山
小
学
と
な
り

ま
し
た
。
ち
な
み
に
、
小
山
小
学
の
流
れ
を

継
ぐ
小
山
尋
常
小
学
校
が
現
在
の
藤
井
寺
小

学
校
の
場
所
に
移
転
し
て
昭
和
尋
常
小
学
校

に
改
称
し
た
の
は
、
昭
和
3
（
1
9
2
8
）年

の
こ
と
で
す
。

近
代
に
、
河
内
国
第
二
四
番
小
学
と
河
内

国
第
二
七
番
小
学
と
し
て
開
校
し
た
2
つ
の

学
校
は
、
校
名
の
変
更
や
変
遷
を
経
て
、
現

代
の
学
校
に
そ
の
歴
史
が
受
け
継
が
れ
て
い

ま
す
。

（
文
化
財
保
護
課　
新
開　
義
夫
）

▲極楽寺（第一八区郷学校出張所、後に河内国第二四番小
学（沢田小学）が置かれました。）


